
横須賀市障害児者健康づくり事業運営委員会主催 

第 1 回 YSF 杯ボッチャ大会 概要 

 

１ 実施目的 

  誰もが楽しめるパラスポーツを通じて、心身の健康をはぐくむことを目的とする。 

 

２ 実施日時 

  令和 7 年 3 月 18 日(火)  受付開始 9 時 45 分 完全撤収 12 時 55 分 

 

 (大会の流れ) 

9:45「受付開始」→10:00「開会式」→10:15「大会競技開始」→ 11:45「エキシビジョ 

ンマッチ(インクルーシブ)」→12:10 「閉会式（表彰式）」→12:55「片付完了、撤収」 

 

３ 実施場所  

  横須賀市立総合福祉会館 ５階 ホール 

 

４ 実施団体 

  主 催 横須賀市健康づくり事業運営委員会 

  協 力 横須賀市身体障害者スポーツ協会 

      神奈川県パラスポーツ指導者協議会横須賀支部 

 

５ 使用物品 

    ボール、ジャックボール、ランプ（投てき台） 

  表彰用品(優勝、準優勝、3 位)                    

 

６ 募集 

(１) 募集方法 

ホームページ「障害福祉情報サービスかながわ」の横須賀市からのお知らせに募集 

の案内を掲載して参加者募集する。 

 

(２) 応募条件 

  ・1 チームの最低人員である６名(障害のある方)の選手が参加できること。 

  ・横須賀市内の障害福祉事業所(障害福祉サービス事業所、地域活動支援センター、 

障害者地域作業所)として申し込みができること。(個人申し込み不可) 

＊人数がそろわない場合、複数の事業所の合同チームは可とする。 
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(３) 参加決定方法 

   募集チームは、６チーム(１チーム最低６名)とする。6 チーム以上の参加申し込み 

があった場合は抽選とする。 

 

７ 費用 

  参加者の費用負担はなし(無料) 

 

８ 持ちもの 

  動きやすい服装、運動靴(室内履き不要)、飲みもの 

 

９ 大会ルールについて 

  通常のルールではなく、本大会独自のルールを適用します。基本的なルール等は別紙で 

ご確認ください。又、心身の健康増進を主な目的とした大会のため、厳格なルール適用は 

しませんので、ご了承の上でご参加ください。 

 

10 注意事項 

 ・当日は複数のチームが集まって大会が実施されるため、時間厳守で集合してください。 

 ・試合時間の決められていない競技のため、試合状況によっては全試合の結果を待たず順 

位を決定することがあります。 

 ・大会趣旨に沿ったご参加をお願いします。(勝利のみを目指す大会ではありません。勝 

敗や審判への不平不満、選手への指示や非難などは禁止します。) 

 ・ご自身のチームの試合がないときは、他チームの応援をお願いいたします。 

 

11 その他 

  大会の試合がすべて終わったあとに、時間に余裕がある場合は、大会にボランティアで 

参加している健常者の即席チームと優勝チームでインクルーシブボッチャのエキシビジ 

ョンマッチを実施する予定です。 

  ただし、通常の試合(大会)が優先されるため、進行状況によりエキシビジョンマッチは 

実施しないこともありますのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 



【別紙】大会ルール (※通常のボッチャとは異なるルールを適用する。) 

 

 

１ 競技コート 

 

コート寸法 １０ｍ×６ｍ 

 

 

                                    

 

                   

                      10m 

 

スローイングライン 

 

２ 大会ルール 

 

・１チーム６名、２チームで競技を行う。 

・チームの構成員は試合ごとに変更(入れ替え)可能とする。 

・審判は２名配置し、競技進行、ランプ補助、勝敗を決する測定(※上図)を行う。 

・総当たり戦とし、全 15試合の結果により順位を決定する。 

・優勝、準優勝、３位のチームには本大会専用トロフィーを授与する。 

・１人１投とし、スローイングラインから出ないように投げる。最後のボールを 

投げ終わった時点で、ジャックボールにより近い方のチームを勝利とする。 

・最終ボールで決着がつかない(同じ距離)場合、すべてのボールをコートから取 

り除き、ジャックボールを開始時点に配置して、各チームから選出した１名の 

代表者が投げて勝敗を決める。(チームＡが投げた後、測定してボールをコー 

トから取り除いてからチームＢが投げる。ジャックボールに近いチームの勝 

ちとなる。) 

・チーム内で投げる順番は問わない(1人あたり必ず１回ボールを投げればよい)。 

・当日に選手本人が心身の不調により投てきが難しい場合は、他選手や支援員が 

代投することも可とする。 

・手ではなく足でボールを蹴る方法も認められるほか、自力では難しい場合は、 

ランプを使用した審判又は競技支援員への指示（意思を示せることが必要と 

なる）により参加することが可能。 

裏面にリーグ戦関連 

5m 
6m 

※計測はボールの端から端 

開始時のジャックボールの

置き場所は、スローイング

ボックスから５ｍの地点 

スローイングボックス 



 


